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論文内容の要旨
【背景】人工膝関節置換術(TKA)において、ポリエチレン (PE)摩耗粉はオステオライシスを引き起こ
し、人工関節の弛みの原因となる。近年、 PE摩耗粉の産生量を減少させる目的で、様々なデザインの人
工膝関節が開発されてきたが、それらの臨床成績が報告されるには10年以上の期間を要する O 関節液中P
E摩耗粉の分析は、新しいTKAの長期臨床成績を予測する上で非常に重要である。しかし、生体内で産生
されるPE摩耗粉の形態についての報告は少なく、その機種による比較の報告はない。
【目的】 TKA後の関節液中のPE摩耗粉を分離し、新しいコンセプトのMedialPivot TKA (MP型)と
golden standardともいえるPosteriorStabilized TKA (PS型〉を比較、検討することである。
【方法】対象は、 17例2関節 (PS型1関節、 MP型1関節)である。手術時年齢は平均67.2歳であった。
術後1年にて、院内倫理委員会の承認及び患者の同意のもと手術室内で関節液を採取した。 NaOHにて処
理後、ショ糖溶液(5、10、20%)およびイソプロパノール溶液 (0.90、0.96g/ml)を用いた超遠心分離に
てPE摩耗粉を分離した。 0.1μmフィルターで漉過後、走査型電顕にて観察、イメージアナライザーにて
解析し、数、形態(円相当形、針状比)にて評価した。統計学的検定はStudent's t estを用いた。
【結果】 PE摩耗粉の関節液内総量は、 PS型1.16:10.57X 108 (mean:1SD)、MP型9.01:12.95 x 106とMP
型の方が少なく、その差は有意であった (P=0.004)。円相当形はPS型0.78:10.08μm、MP型0.67:10.06μm、
針状比はPS型2.30士0.2、MP型1.90士0.16であった。円相当形と針状比に関しては、 2群間での差は有
意ではなかった。
【考察】 MP型のコンセプトは、大きなbaland socket関節の内側関節と可動式の外側関節により、低
摩耗および正常膝の回旋運動の再現を獲得する事である。今回の検討では、初期のPE摩耗に関して、新
しいMP型は現在のgoldenstandardで、あるPS型よりも少なく、優れている事が示された。 MP型は低摩
耗が予測されるが、長期臨床経過と共に注意深い観察が必要である O
論文審査の結果の要旨
【目的】人工膝関節置換術 (TKA)後において、関節面で産生されるポリエチレン (PE)摩耗粉は人工関
節と生体界面での骨吸収(オステオライシス)を引き起こし、人工関節の弛みの原因となり、 TKAの中、
長期成績に大きな影響を及ぼす。 PE摩耗粉の産生量を減少させ、臨床成績を更に向上させる目的で、近
年様々な理論に基づく人工膝関節が開発されてきた。しかし、それらの臨床成績が報告されるには10年以
上の期間を要する O こうした新しい人工膝関節から生体内で産生されるPE摩耗粉を分析し、長期臨床成
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績を予見することは非常に重要であるにも関わらず、その報告は非常に少なし、。そこで、関節面での広い
接触面積による低摩耗と生理的な膝の回旋運動の再現を目的として新たに開発されたMedialPivot 
(MP)型を用いたTKA後の関節液中のPE摩耗粉を分析し、安定した長期臨床成績を示すPosterior
Sta bilized (PS)型と、その優劣を比較した。
【対象および方法】対象は、 17例2関節(PS型1関節、 MP型1関節)である。術後 1年にて、院内倫理
委員会の承認及び患者の同意のもと手術室内で関節液を採取した。 NaOHにて処理後、ショ糖溶液および
イソプロパノール溶液を用いた超遠心分離にてPE摩耗粉を分離した。 0.1μmフィルターで漉過後、走査
型電顕にて観察、イメージアナライザーにて解析し、数、形態(円相当形、針状比)にて評価した。統計
学的検定はStudent'st testを用いた。
【結果】手術時年齢はPS型67.0:t2.3歳 (mean:tSD)、MP型63.8:t2.1歳であった (p=0.323)。術後の患
者の活動性を最もよく反映すると報告されているUCLAScoreで、は、 PS型4.5:t0.2、MP型4.3:t0.1とそ
の差は有意ではなかった (p=0.470)oPE摩耗粉の関節液内総量は、 PS型1.16:t0.57X 108、MP型0.09:t
0.03x 108とMP型の方が少なく、その差は有意であった (p=0.004)。円相当形はPS型0.78:t0.08μm、
MP型0.67:t0.06μm、針状比はPS型2.30:t0.2、MP型1.90:t0.16であった。円相当形と針状比に関して
は、 2群間での差は有意ではなかった。
【考察】人工膝関節設置初期のPE摩耗に関して、新たに開発されたMP型は、良好な長期成績の報告が
ある既存のPS型よりも少なく、優れている事が示された。本研究によりMP型の低摩耗が理論的には予見
されるが、人工膝関節の弛みはmultif actorialで、あるためその証明には、今後長期臨床経過を注意深く観
察する必要がある。
以上の研究は、高齢化社会に伴い人工膝関節置換術の需要が増加することが予想される現状において、
新しく導入された人工膝関節を早期に評価する方法のーっとして寄与するところが大であると考えられるo
よって本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
? 。
